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総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
９

月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
５
件
及
び

請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
元
年

度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
））（
報
告
第
15
号
）

　

公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費
の

修
繕
費
１
１
９
５
万
５
千
円
の
増

額
補
正
は
、
８
月
７
日
及
び
８
日

に
発
生
し
た
落
雷
に
よ
り
、
三
国

小
、
立
石
小
、
大
原
小
、
三
国
中

の
設
備
が
被
害
を
受
け
た
た
め
計

上
す
る
も
の
で
す
。

問
：
落
雷
防
止
を
図
る
手
立
て
と
、

保
険
の
適
用
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

答
：
避
雷
針
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
避
雷
針
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
必
ず
被
害
が
防

げ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
い
う

点
や
、
地
面
に
逃
が
し
た
電
流
が

他
の
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の

よ
う
な
方
法
が
一
番
良
い
の
か
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保

険
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
ど
れ
だ
け
適
用
に
な
る
か
と

い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

の
で
、
一
般
単
独
災
害
復
旧
費
で

予
算
組
み
し
て
い
ま
す
。
保
険
適

用
の
部
分
に
つ
い
て
は
保
険
分
を

充
当
し
ま
す
。

　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
９

月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
８
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
元
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
57
号
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
費
の
子
育
て
の
た
め
の
施

設
等
利
用
給
費
11
万
６
千
円
の
増

額
は
、
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

も
の
で
す
。
施
設
等
利
用
給
付
第

２
号
、
３
号
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
際
に
施
設

等
利
用
給
付
を
受
け
る
対
象
と
な

り
ま
す
。

問
：
想
定
人
数
と
、
周
知
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
：
預
か
り
が
対
象
で
、
料
金
は

０
歳
か
ら
３
歳
以
上
も
単
価
は
一

緒
で
す
の
で
、
１
日
託
児
で
月
に

７
回
か
ら
９
回
の
利
用
を
想
定
し

て
お
り
、
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の

常 任 委 員 会 審 査 報 告

鎗
巻
川
の
改
修
に
つ
い
て

　

❶
鎗
巻
川
の
抜
本
的
な
改
修
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

❷
立
石
交
差
点
西
側
の
橋
に
つ
い
て

は
、
県
道
本
郷
基
山
停
車
場
線
の
拡

幅
工
事
に
伴
い
川
幅
を
拡
幅
す
る
よ

う
橋
の
架
け
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長

−

❶
ま
ず
は
護
岸
未
整
備
箇
所

の
改
修
で
被
害
の
減
少
を
図
り
、
今

後
本
格
的
な
河
川
改
修
を
進
め
て
い

く
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

−

❷
橋
の
架
け
替
え

に
伴
う
川
幅
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、

県
と
協
議
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

　

従
来
小
郡
市
に
お
い
て
、
組
織
機

構
を
見
直
す
と
き
は
「
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
」
で
し
た
が
、
市
長
は

「
ビ
ル
ド
＆
ス
ク
ラ
ッ
プ
」
と
発
言

さ
れ
、
前
市
長
時
代
と
比
較
し
、
部

長
職
が
１
名
、
課
長
職
が
５
名
増
え
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
単
純
に
人

件
費
が
、
６
２
０
０
万
円
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
前
議
会
に
お
い
て

経
営
政
策
部
長
か
ら
お
聞
き
し
た
数

字
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
市
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

市
長

−

部
長
等
の
役
職
者
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
人
件
費
が
６
千
万
円
以

上
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
誤
っ
た
数

字
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
そ
の
折
、
議
長
よ
り
経
営
政
策
部

長
へ
、
６
千
万
円
の
資
料
提
出
の

指
示
有
り
。

　

小
郡
市
緊
急
財
政
対
策
計
画
の

「
財
政
収
支
試
算
の
取
り
組
み
後
」

に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
残
高
が
、

令
和
元
年
度
11
億
３
１
０
０
万
円
に

対
し
、
令
和
４
年
度
11
億
４
５
０
０

万
円
で
す
。
３
年
か
け
て
１
４
０
０

万
円
し
か
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
自
転

車
操
業
で
す
。
小
郡
市
の
財
政
は
大

丈
夫
で
す
か
。

経
営
政
策
部
長

−

令
和
２
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
財
政

調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を

出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

11
億
４
５
０
０
万
円
に
積
み
増
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

市
長
は
、
田
篭
元
市
長
や
平
安
前
市

長
が
な
さ
れ
た
自
ら
給
料
を
カ
ッ
ト

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長

−

給
料
の
カ
ッ
ト
が
必
要
か
ど

う
か
は
、
自
ら
判
断
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

古
賀　
敏
彦

（
志
成
会
）
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見
込
み
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
周

知
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

保
育
所
・
幼
稚
園
課
が
担
当
し
て

広
報
を
出
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は

チ
ラ
シ
を
施
設
等
に
置
い
た
り
、

健
診
時
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

都
市
経
済
常
任
委
員
会
は
、
９

月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
案
件
４
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
元
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
57
号
）

　

農
業
振
興
費
の
工
事
請
負
費

31
万
２
千
円
と
原
材
料
費
７
万
８

千
円
の
増
額
は
、
あ
す
て
ら
す
北

側
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
宝
満
の

市
が
移
転
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

問
：
駐
車
台
数
は
何
台
を
予
定
し

て
い
ま
す
か
。

答
：
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
北
側
の

三
角
の
土
地
に
19
台
分
の
車
止
め

と
区
画
線
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
側
の
河
川
敷
の

残
地
に
数
十
台
の
車
を
止
め
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
で
あ
る

久
留
米
県
土
整
備
事
務
所
と
協
議

し
な
が
ら
、
駐
車
場
と
し
て
整
備

す
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

★
小
郡
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
48
号
）

　

令
和
元
年
６
月
14
日
に
「
成
年

被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
成
年
被
後
見
人
等
を
資

格
・
職
種
・
業
務
等
か
ら
一
律
に

排
除
す
る
規
定
等
、
い
わ
ゆ
る
欠

格
条
項
を
設
け
て
い
る
各
制
度
に

つ
い
て
、
心
身
の
故
障
等
の
状
況

を
個
別
的
・
実
質
的
に
審
査
し
、

制
度
ご
と
に
必
要
な
能
力
の
有
無

を
判
断
す
る
規
定
へ
と
適
正
化
す

る
と
と
も
に
、
所
要
の
手
続
き
規

定
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
、
地

方
公
務
員
法
に
つ
い
て
も
一
部
改

正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

★
小
郡
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
49
号
）

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
、
本
年

４
月
に
公
布
さ
れ
、
本
年
11
月
５

日
か
ら
、
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
人

が
希
望
す
れ
ば
、
住
民
票
や
個
人

番
号
カ
ー
ド
に
、
旧
氏
を
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

住
民
票
に
旧
氏
を
併
記
し
た
人
は
、

旧
氏
の
印
鑑
も
登
録
が
で
き
る
よ

う
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

★
小
郡
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
50
号
）

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
に
関
す
る

国
の
基
準
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
家
庭
的
保
育
事
業
等
４
事

業
に
つ
い
て
は
、
許
可
権
限
は
市

に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
許
可
基

準
を
定
め
て
い
ま
す
。

★
小
郡
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
51
号
）

　

主
に
第
１
条
と
第
２
条
の
改
正

で
す
。
第
１
条
は
、
家
庭
的
保
育

事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、
事
業

所
内
保
育
事
業
の
連
携
施
設
の
確

保
に
関
す
る
要
件
の
緩
和
で
す
。

市
の
認
可
を
受
け
た
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
の
条
例
の
運
営
基
準
に

基
づ
き
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
第
２
条
は
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
係
る
改
正

に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
小
郡
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て（
議
案
第
52
号
）

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
い
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
条
例

の
中
に
引
用
し
て
い
る
用
語
に
つ

い
て
、
国
と
合
わ
せ
る
形
で
改
正

す
る
も
の
で
す
。

★
小
郡
市
保
育
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
53
号
）

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
い
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
改
正
で
す
。
こ
の
省
令
の
条

項
が
「
第
１
条
」
か
ら
「
第
１
条

の
５
」
に
繰
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
そ
こ
を
引
用
し
て
い
る

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

★
小
郡
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
議
案
第
54
号
）

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
合

計
が
８
％
か
ら
10
％
へ
変
更
に
な

る
こ
と
に
伴
い
、
本
年
10
月
１
日

以
降
に
事
業
年
度
の
始
期
と
な
る

法
人
か
ら
、
法
人
市
民
税
の
法
人

税
割
の
割
合
を
12
．
１
％
か
ら
８
．

４
％
へ
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
軽
自
動
車
税
を
軽
自
動
車

税
種
別
割
へ
と
変
更
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
取
得
税

が
廃
止
さ
れ
、
取
得
税
に
代
わ
る

新
た
な
税
目
と
し
て
、
軽
自
動
車

税
環
境
性
能
割
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

★
小
郡
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
55
号
）

　

国
は
、
地
方
行
政
の
重
要
な
担

い
手
と
な
っ
て
い
る
臨
時
、
非
常

勤
職
員
の
適
正
な
任
用
・
勤
務
条

件
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
法
は
令
和
２
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て

も
、
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
的
任
用

職
員
制
度
を
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
へ
移
行
し
、
任
用
要
件
の
厳

格
化
と
併
せ
て
期
末
手
当
の
支
給

を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。
本
市

都
市
経
済
常
任
委
員
会
報
告

議
案
の
主
な
内
容
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に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
つ
い
て
、

必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
た
め
に
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

★
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
56
号
）

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制

定
に
伴
い
、
本
市
に
お
け
る
嘱
託

職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
制
度

を
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
移

行
す
る
に
あ
た
り
、
給
与
、
服
務

規
律
等
に
関
し
て
関
係
条
例
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
年

６
月
の
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、

地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
が
欠
格
条
項
か
ら
削
除
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
は
、
令
和
元
年

12
月
14
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
や
分

限
等
に
も
関
係
す
る
内
容
で
あ
る

た
め
、
今
回
併
せ
て
関
係
条
例
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

★
令
和
元
年
度
小
郡
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
58
号
）

　

一
般
管
理
費
の
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
８
３
７
万
１
千
円
の
増
額

は
、
令
和
３
年
３
月
か
ら
開
始
さ

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対

応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
を
計
上
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
、
資
格
喪
失
後
の
受
診
に

伴
う
事
務
コ
ス
ト
の
解
消
等
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
元
的

に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

に
お
け
る
正
確
な
診
療
・
医
療
デ

ー
タ
の
基
盤
と
も
な
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
費
用

は
全
額
交
付
金
で
賄
わ
れ
る
予
定

で
す
。

★
令
和
元
年
度
小
郡
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
介

護
保
険
事
業
勘
定
）（
第
２
号
）

の
承
認
に
つ
い
て（

議
案
第
59
号
）

 

償
還
金
３
２
２
９
万
５
千
円
の

増
額
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
費

確
定
に
伴
う
精
算
分
で
、
国
、
県
、

支
払
基
金
へ
の
返
還
金
で
す
。
次

に
、
介
護
給
付
費
交
付
金
７
２
７

万
３
千
円
の
増
額
は
、
平
成
30
年

度
介
護
給
付
費
に
関
す
る
支
払
基

金
か
ら
の
交
付
額
が
実
績
額
よ
り

も
少
な
か
っ
た
た
め
の
追
加
交
付

で
す
。
次
に
、
介
護
給
付
費
負
担

金
１
５
７
万
１
千
円
の
増
額
は
、

平
成
30
年
度
介
護
給
付
費
に
関
す

る
県
か
ら
の
交
付
額
が
実
績
額
よ

り
も
少
な
か
っ
た
た
め
の
追
加
交

付
で
す
。
次
に
、
繰
越
金
３
２
２

９
万
５
千
円
の
増
額
は
、
国
、
県
、

支
払
基
金
へ
の
返
還
金
に
充
て
る

も
の
で
す
。

★
令
和
元
年
度
小
郡
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
60
号
）

　

収
益
的
収
入
の
他
会
計
負
担
金

１
３
５
万
５
千
円
の
減
額
は
、
雨

水
分
の
前
年
度
取
得
資
産
の
確
定

に
伴
う
も
の
で
す
。
次
に
、
他
会

計
負
担
金
７
３
０
万
円
の
増
額
は
、

汚
水
分
の
前
年
度
取
得
資
産
の
確

定
に
伴
う
も
の
と
、
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
る
下
水
道
課
管
理
係
の

人
件
費
増
に
伴
う
も
の
で
す
。
次

に
、
長
期
前
受
金
戻
入
の
73
万
８

千
円
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
取
得
資
産
の
確
定
に
伴
う
も
の

で
す
。
次
に
、
収
益
的
支
出
の
総

係
費
１
７
０
万
７
千
円
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
４
月
の
人
事
異
動
に

よ
る
下
水
道
課
管
理
係
職
員
の
給

与
や
各
種
手
当
等
の
人
件
費
増
に

伴
う
も
の
で
す
。
次
に
、
減
価
償

却
費
３
０
９
万
１
千
円
の
減
額
は
、

前
年
度
取
得
資
産
の
確
定
に
伴
う

も
の
で
す
。
次
に
、
資
本
的
支
出

に
つ
い
て
、
公
共
下
水
道
整
備
費

５
２
１
万
６
千
円
の
減
額
に
つ
い

て
は
、
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
る

下
水
道
課
工
務
係
職
員
の
給
与
や

各
種
手
当
等
の
人
件
費
減
に
伴
う

も
の
で
す
。

★
稲
吉
橋
補
修
工
事
請
負
変
更
契

　
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
議
案
第
61
号
）

　

平
成
30
年
第
４
回
小
郡
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
議
決
を
受
け
、

契
約
を
締
結
し
た
工
事
に
つ
い
て
、

数
量
及
び
仕
様
の
変
更
に
伴
う
工

事
請
負
変
更
契
約
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
採　
択　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
０
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

要
請
に
つ
い
て（
請
願
第
３
号
）

請
願
者

−

福
岡
県
教
職
員
組
合

　

浮
羽
三
井
支
部

支
部
長　

三
苫
良
夫

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
委
員
会
提
出
議
案
第
２
号
）

※
意
見
書
文
面
に
つ
い
て
は
、
小

郡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決

議
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
教
育
委
員
会
教
育
長
］

　

小
郡
市
小
板
井
４
８
６
番
地
15

秋
永　

晃
生

［
教
育
委
員
会
委
員
］

　

小
郡
市
小
郡
２
６
８
番
地
１

島
田　

郁
子

［
固
定
資
産
評
価審

査
委
員
会
委
員
］

　

小
郡
市
美
鈴
が
丘

　
　
　
　
　

２
丁
目
20
番
地
12

中
間　

典
子

［
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
］

　

小
郡
市
大
保
１
５
４
１
番
地
３

山
下　

健
志

人
事
案
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書

請
　
　

願


